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１．アイランダーの目的と基本コンセプト 
  
「アイランダー」とは離島地域の活性化を図るため、島と都市やその他地域における相互

のニーズを満たす「総合交流」が目的のイベントです。「アイランダー」という言葉には島

で生活する人、島を愛する人、島の発展を応援する人という複数の意味が込められています。 
平成６年３月に第１回目の「アイランダー’９４」が開催され、今年度で２８回（２７年）

目を迎えます。回を重ねるごとに各方面の注目を集め、昨年は島内外からの８３団体（約１

９０島）、来場者約１万１千人を数えました。アイランダーは、年に一度の“島の祭典”と

して関係者各位の間で定着していると同時に、都市に住む多くの人たちにとっては、このイ

ベントが島の魅力を気軽に体験できる場として親しまれています。 
アイランダーは、例年東京・池袋のサンシャインシティを会場に島々が一堂に会するかた

ちで開催しておりましたが、本年度は、新型コロナウイルスの感染拡大防止のため、公式Ｈ

Ｐおよびウエブ会議システムなどを利用した「オンライン交流イベント」として開催する運

びとなりました。 
オンライン開催となっても、基本コンセプトは「総合交流」として島と都市、その他地域、

海外などとの交流を創出する内容（コンテンツ）を目指します。加えて、関係人口の拡大や

ＵＪＩターンといった移住、定住の促進につなげることを目標とし、離島の魅力を発信する

場を提供するとともに、都市やその他地域に住む人たちの離島に対するニーズの把握を行

います。皆様におかれましては、これまでの開催形態とは異なりますが、積極的にご参加い

ただきますよう、ここにご案内とお願いを申し上げます。 
 

２．開催概要 
 
事業名称：オンライン「アイランダー２０２０」 
主 催：国土交通省・公益財団法人日本離島センター 
運 営：アイランダー２０２０実行委員会 
開催日時：令和２年１１月中旬～１２月上旬 
※ウエブサイトの構築状況などにより開催日時が変動する可能性があります。開催日程

が確定しだい、オンライン交流イベントにエントリーできる日程を連絡させていただ

きます。必ずしも開催日程のすべての日にイベントを設定する必要はございません。日

程の一部のみの参加も可能です。具体的な日時は参加団体に希望を伺った上で個別に

調整させていただきます。 
 



会  場：実行委員会が運営する公式ＨＰ 
参加形態：参加形態は下記の２通りとなります。 

１．①公式ＨＰのみの参加 
２．①公式ＨＰおよび②オンライン交流イベントへの参加 

内 容： 
① 公式ＨＰ：島の最新情報を発信する。 
・島の基本情報（人口・アクセスほか）、観光・求人・ＵＩターン支援・住宅・空き家情

報の掲載、離島留学やイベントなどの案内、マルシェ（特産品の紹介および販売） 
※参加団体（離島関係都道県・市町村および関係各種団体。以下、参加団体）提供によ

る映像・写真・テキストなどを掲載するかたち、また特産品の販売は公式ＨＰではな

く、当該商品を取り扱うオンラインショップへリンクで飛ばすことを想定。 
 

② オンライン交流イベント：ウエブ会議システムなどを利用し、参加団体と一般参加者と

の対話や伝統芸能のオンラインライブの配信、オンラインワークショップの実施など。 
○参加団体でご用意いただくコンテンツ 
・移住・定住相談、観光相談（zoom や skype などを利用した予約制の対面式相談） 
・求人や離島留学の説明会・面談など（同上） 
・オンラインライブ（島唄、舞踊、楽器演奏などによるインスタライブのようなものを想

定。昨年までのアイランダーステージにあたるもの） 
・オンラインワークショップ／ツアーなど（特産品を使った料理教室、島の観光体験ツア

ーなど） 
○実行委員会等で準備するコンテンツ 
・島同士の交流コーナー（島々を集めた座談会や、島同士の交流によるオンライン企画な

ど） 
・ハローワークコーナー（ハローワークの職員による予約制のオンライン求職相談や求人

情報の紹介） 
・実行委員会および島外参加団体によるオンライン企画 
・閲覧者やオンライン交流イベントの一般参加者向けアンケート調査、参加団体向け出展

アンケート調査など 
  ※閲覧者や一般参加者向けアンケート回答者に対し、抽選で島の特産品などをプレゼ

ントする企画を予定 
 
３．参加対象および条件 
 
（１）参加対象 
アイランダーの目的に賛同する離島関係都道県・市町村および関係各種団体（関係各種団

体とはＮＰＯや地域づくりグループなど、島に所在し活動する組織）を参加対象とします。 
 
 



（２）参加条件 
 下記のＡ～Ｅのすべてを満たすこと。 

Ａ．参加団体の担当者が継続的に実行委員会と連絡をとり、情報共有ができること。  
Ｂ．情報提供シート（参加団体の担当者に追って作成を依頼）を提出すること。 
Ｃ．実行委員会および島外参加団体の企画によるオンラインプログラムへの出演など

に協力できること。 

Ｄ．実行委員会が実施するアンケートなどの各種調査に回答・協力すること。 

Ｅ．閲覧者や一般参加者向け調査アンケートの回答者に抽選でプレゼントする特産品

などの提供に協力できること。 
 

４．費用負担について 
 
費用負担区分については以下の通りです。 

（１）参加団体が負担するもの 
 参加団体は掲載情報（テキスト資料・写真・映像など）の制作・提供に係る費用、オン

ライン交流イベントへの参加に係る人件費や伝統芸能ライブの出演料などを負担する。 
一般参加者向け調査アンケートの回答者に、抽選で特産品などのプレゼントを予定し

ており、参加団体の負担によりプレゼントの提供をお願いする場合があります（アイラン

ダーは国土交通省の調査事業として位置づけられており、アンケート調査の実施は必須

となっております）。 
 
（２）主催者が負担するもの  

主催者は公式ＨＰおよびウエブ会議システムなどを利用したオンライン交流イベント

の構築・運営費、広報用ポスターの制作費、各種メディアなどへの広報宣伝をはじめとす

る各種情報発信に係る費用、閲覧者や一般参加者向けアンケート調査の実施・集計および

報告書作成費に係る費用、その他イベント全体に関わる費用などを負担します。 
 
５．オンライン「アイランダー２０２０」参加のメリット 
 
・島の魅力のＰＲ 
オンライン「アイランダー２０２０」では、①公式ＨＰにおいて閲覧者に対して最新の島

の情報を提供し、個々の島が持っている魅力をＰＲできます。また②オンライン交流イベン

トでは、参加団体と一般参加者とが双方向のコミュニケーションをとることができ、一般的

な一方向の広報宣伝では難しい、島のさまざまな情報を伝えることが可能です。「島を知っ

てもらう」「島を訪れてもらう」「島に住んでもらう」などの具体的なテーマや目標を掲げ、

計画的な準備と、オンライン企画による工夫を行えば、効果的に閲覧者や一般参加者とコミ

ュニケーションを図ることができ、アイランダーをきっかけとした交流人口の増加や、移

住・定住者の獲得にもつながります。 
 



・閲覧者や一般参加者との情報交換による気づきの効果 
公式ＨＰの閲覧者に対するアンケートや、オンライン交流イベントの一般参加者との意

見交換・情報交換を通して、今まで気づかなかった島の魅力や新たな可能性を発見すること

ができます。 
 

・島同士の横の連携 
他の島の参加団体の情報発信内容や映像制作など効果的なＰＲ方法を研究できるのも、

アイランダーに参加するメリットのひとつです。また、島同士の交流コーナーに参加するこ

とによって、各島の担当者と直接会話し、情報交換をすることで、今後の島づくりに向けた

ヒントを発見することもできます。 
 
６．参加申込とスケジュール 
 
参加申込：「オンライン アイランダー２０２０ 参加申込書」に必要事項を記入のうえ、

８月２１日（金）までに各都道県離島振興担当部局へご提出ください。 
 
スケジュール： 

８月 ９月 １０月 １１月 １２月 

     

 

 

 

 

●参加のご案内 

●出展マニュアル送付 
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参加検討 

■参加内容の検討 

■各交流企画検討 

（移住相談・伝統芸能など） 

■その他 

具体的なプラン作成 

●参加申し込み 

●各種申請書提出 

●参加者名簿提出 



７．前回の結果報告 
 
（１）開催結果 

名称：アイランダー２０１９  

日時：令和元年１１月２３日（土）～２４日（日） 

場所：池袋サンシャインシティ文化会館（東京都） 
出展団体数：８３団体（島外出展４団体含む）・約１９０島  

来場者：約１万１千人（２日間合計） 

※詳細は「アイランダー２０１９」公式ＨＰをご覧ください 

（http://www.i-lander.com/2019/index.html） 

 

（２）アンケート結果 

・回答数：５，２７３ 

・年 齢：「３０代」（１６％）、「４０代」（２５％）、「５０代」（２０％）と現役世代が全体

の約６割を占めている。 

・居住地：「東京都」（６４％）、「埼玉県」（１４％）、「神奈川県」（９％）の順となっている。 

・来場回数：これまでの来場回数を５回以上と回答した熱心なリピーターが１７％であった

一方、初めての来場と回答した割合は２７％であった。 

・島への旅行経験：回答者の約７割（６７％）が島旅の経験者であった。 

・来場目的：｢島の観光情報｣、｢島の情報提供コーナー｣などを目的とした来場が多かった。

また、求人情報（１０％）、暮らし情報（９％）、島の住まい情報（９％）など

を目的とした来場も一定程度あった。 

・島への移住意向：２８％が「検討したことがある」と答えた。また、移住について関心が

ある点・不安に思う点は、｢仕事（収入）｣、｢医療環境｣、｢住居｣、「本

土との交通手段（運賃）」の順となった。 

 

８．問い合わせ先 
 

・国土交通省国土政策局離島振興課 ／ 竹田、井野端 
 ＴＥＬ ０３－５２５３－８４２１（直通） 
ＦＡＸ ０３－５２５３－１５９４ 

・公益財団法人 日本離島センター ／ 小澤、森田、井口 
 住 所 〒１００－００１４ 

東京都千代田区永田町１－１１－３２ 全国町村会館西館５階 
ＴＥＬ ０３－３５９１－１１５１ 
ＦＡＸ ０３－３５９１－００３６ 
Ｅメール info@nijinet.or.jp 

※実行委員会の窓口が設置され次第、参加団体の担当者へ連絡申し上げます。 


